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継続事業評価シート 令和元年度（3年目）

事業コード 27 事業名 青年部中期活動ビジョン実施事業 戦略コード 3 戦略名 事業者が主役の商工会

評価実施日     令和2年3月31日　

企業振興部 担当課名 経営支援課 担当課長名 佐々木隆太 施策コード 14 施策名

中期活動ビジョンに基づく事業承継への取組は、事業承継ネットワーキング塾等の開催により、部員への早期承継着手への意識啓発につながっている。

青年部・女性部中期活動ビジョンの策定

【事業内容】

１．事業実施当初の背景

商工会青年部は、地域づくりの原動力として重要な役割を果たしているが、部員数の減少等により組織活動は厳しい状況に置かれている。

２．事業のねらい

将来を見据えた青年部活動について、主体的・自律的な活動を展開していくための中期活動ビジョンを作成する。

担当部名

４．昨年度の評価（対応方針）に対する対応

引き続き事業承継への意識啓発を図るとともに、秋田県事業承継ネットワークとの連携による事業を展開し、実行支援への取組にステップアップさせる。

取組コード 必要性 有効性

３．これまでの評価結果 過年度 - B

効率性 総合評価実績取組

65 a a a Ａ

Ａ66 a a a各種交流会等で、地域を超えた積極的な交流を促している。

平成29年度に策定し、平成30年度より「事業承継ネットワーキング塾」を各青年部
で開催するなど積極的に取り組んでいる。

青年部中期活動ビジョンの策定・実施

部員企業間におけるビジネスチャンスの創出

指標名

評価指標と実績　　　達成度：　a（達成率が100％以上）、b（100％未満80％以上）、ｃ（80％未満）

取組コード 66 取組コード 取組コード

年度 H29 H30 R1 R2 R3

指標名 部員間の取引件数 指標名

年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3

目標

実績 120件 140件 325件

目標目標 80件 120件 240件 360件 400件

実績実績

達成率

達成度 a a a

達成率達成率 150% 117% 135%

達成度

・部員間のビジネスマッチングについては、地域市場の縮小等で今後益々重要となってくる。
・事業承継の実行支援にあたり、経営革新等の新たなチャレンジを促すことで、事業の将来性を高める支援も必要となっている。

４．今後の対応方針（改善点）

・部員間の取引を積極的に進めるため、青年部ビジネスマッチング商談会を開催する。
・秋田県事業承継相談センターの事業を活用し、ベンチャー型事業承継への取組を促すことで、早期の事業承継を更に推し進める。
・評価指標の「部員間の取引件数」については、具体的な集計を行っていないため、異業種交流会にてビジネスマッチングに取り組んだ件数を計上している。現状とマッチしていないため、
令和２年度より評価指標を「マッチングへの参加者数」と「商談件数」に改め、より具体的な成果の把握に努めることとしている。

【取組評価】

〈コスト縮減に向けた具体的な取組内容または取り組んでいない理由〉

中期活動ビジョンに基づき計画的に事業を実施していることで時間的コストの縮減が図られているとともに、事業承継については、秋田県事業承継相談センターの事業を活用するなど、費
用面でのコスト縮減も図られている。

２．総合評価・理由   A（順調）３つの観点の評価結果が すべてa判定の場合   B（概ね順調）Ａ、Ｃ以外の場合   C（改善が必要）３つの観点の評価結果がｃ判定２つ以上の場合 Ａ

中期活動ビジョンに基づき、事業承継や部員間のビジネスマッチングに自主的に取り組み、成果につながっている。

３．課題

【有効性の観点】　事業目標の達成状況                                           【取組評価】の有効性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈事業の目標は達成されているかどうか〉

中期活動ビジョンに基づき、事業承継や部員間のビジネスマッチングに自主的に取り組み、成果につながっている。

【効率性の観点】　コスト（金銭・時間・人材）縮減のための取組状況       【取組評価】の効率性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

【事業評価】

１．３つの観点からの評価

【必要性の観点】　現状の課題に照らした妥当性                                【取組評価】の必要性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） a

〈評価の理由〉

青年部が自主的・自律的な活動を展開していくために策定した中期活動ビジョンに基づく取組は、青年部のみならず、商工会の将来に向けての基盤強化につながることから必要性は高
い。

達成度


